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幼 児 ・児 童 の デ ィス ク遠 投 距 離 の加 齢 変 化 と性 差
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Age-relatedPerformanceandGenderDifferenceinDiscThrowing

forDistancewithSamplesofChildrenAged5to8YearsintheU.S.A.

andChildrenAged4to6YearsinJapan
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Abstract

Thepurposeofthisstudywastodeterminetheage-relatedperformanceandgenderdif-

ferenceindiscthrowingfordistanceinchildrenaged4to8years.Onehundredeighty-four

malesandfemalesaged4to6yearsparticipatedinJapan,andonehundredfifty-eightmales

andfemalesagedsto8yearsparticipatedintheU.S.A.Eachparticipantthrewthediscasfar

aspossibleafterinstructioninbasicdiscthrowingskills,backhandandforehandthrowing

techniques.Age-relatedperformancewasquantifiedforchildrenaged4to6yearsinJapanand

childrenagedsto8yearsintheU.S.A.Thesequantitativedatawouldbeusefulinassessment

ofdevelopmentofdiscthrowingskills.Two-wayANOVArevealedsignificantmaineffectsfor

theagefactorandforthegenderfactorinthebackhandandforehandthrowingtechniquesfor

bothsamplesofchildren.Performanceofdiscthrowingfordistanceimprovedwithage,and

agenderdifferenceexistedatages4to8years.Comparisonsbetweenperformancesofthe

childrenindicatedthattheaverageperformancewithbothbackhandandforehandthrowing

techniquesforchildrenintheU.S.A.waslongerthanthatofJapanesechildrenagedsto6years.

Anthropometricalcharacteristics(standingheightandbodyweight)werenotstrongfactors

towardthedifferencebetweenthesamplesinJapanandtheU.S.A.

Keywords:discthrowingfordistance,age-relatedperformance,genderdifference,children

aged4to8years,U.S.A.,Japan

緒 言

物 を投げる運動 は 「ボールを投げる」「デ ィ

スクを投げる」「パイプを投げる」 などに分類

可能であるが、幼児については主にボールを投

げる運動技能に関して種々の検討がなされて き

た5.13)。しか し、ディスク投技能はデ ィスクゴ

ルフ、アルテ ィメ ットな ど14)のレクリエーシ

ョン技能へ と発展する幼児期お よび児童期に習

得可能な重要な基礎運動技能の1つ と考えられ

る3)。そのため、アメリカでは体育教材 として

採用 されている4)。

デ ィスク投技能 に関す る研 究は国内外 を通

して限 られていたが2)、近年、国内では幼児の

デ ィスク遠投距離の加齢変化1'7)やディスク遠

投能力 と運動能力 との関係11)が 明らかにされ

ている。 また、アメ リカの幼児 と児童 を対象

にして、ディスク投技能の習得 に対す るPeer

Teachingの 有効性 の検 討&9)や デ ィス クの遠

投能力(遠 投距離)lo)お よび正確投能力(正 確

性)i2)の 定量化が試み られている。以上のよう

に、い くつか 日本 とアメリカの標本を用いて検

討がなされているが、ディスク投技能に標本間

で差があるか どうか、また、加齢変化や性差の

有無は同様なのかどうかは明らかにされていな

いo

本研究は、日本の幼児およびアメリカの幼児・
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児童を対象 として、デ ィスク遠投距離の定量化

と加齢変化お よび性差の有無を明 らかにするこ

とを目的とした。

方 法

1.標 本

日本の標本は4歳 か ら6歳 の男女児184名 で

あった。アメリカの標本は5歳 か ら8歳 の男女

児158名 であった。年齢別 ・性別の標本数は表

1に 示す通 りである。

TablelSampleSize

2.デ ィ ス ク 遠 投 距 離 の 測 定

デ ィス ク の投 げ 方 は 、 バ ック ハ ン ド ・ス ロー

と フ ォア ハ ン ド(サ イ ドア ー ム)・ ス ロー の2

種 類14)で あ っ た 。 デ ィ ス クの 握 り方 は 図1に

示 す 通 りで あ る。 測 定 に参 加 した幼 児 お よ び 児

童 は一 定 の 期 間 デ ィ ス ク の 投 げ 方 の 指 導 を 受 け

遠 投 の 測 定 に参 加 し た。 な お 、 遠 投 距 離 の測 定

と と もに 測 定 参 加 者 の 身 長 と体 重 を計 測 した 。

測 定 に は、 幼 児 ・児 童 の 手 の 大 き さ を 考 慮 し

て 、 断 面 が 凸 型 で 握 りや す い フ ァー ス トバ ッ ク

型 の デ ィ ス ク(Wham-0⑭,Luftmeister-FB#6,

DiscoveringTheWorld⑧)を 用 い た 。

datagender
age*(years)

4 5 6 7 8

male(n=88)
U.S.A.f

emale(n=70)

13242427

14241319

male(n=94)
Japanf

emale(n=90)

122854

103644

★age -0.5years≦age<age+0 .5years

このディスクは直径が23.5cm、 重量

が約100gで あった。図2に 示す よ

うな測定条件のもと、測定参加者は、

日本での測定では5回 、アメリカで

の測定では3回 デ ィスクの遠投 を行

ない、それぞれ最 も遠投距離が長い

記録 を代表値 とした。
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Fig.1ThrowingTechniques

Fig.2SettingofDiscThrowingforDistance
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3.デ ータの分析方法

ディスク遠投距離の加齢変化 と性差を明らか

にするために標本別に二要因分散分析を適用 し

た。標本間の比較には比較可能な5歳 ～6歳 児

のデータについて対応のない場合のt検 定を利

用 した。また、標本間の差の検討過程において

身長 ・体重 と遠投距離との間のピアソンの相関

係数を算出し、相関係数の有意性を検定した。

結 果 と考 察

1.デ ィ ス ク 遠 投 距 離 の 定 量 化

表2aに 日本 と ア メ リ カ の 標 本 に よ る 男 児 の

バ ッ クハ ン ド ・ス ロ ー と フ ォア ハ ン ド ・ス ロ ー

の 遠 投 距 離 の 年 齢 別 平 均 値 と標 準 偏 差 を示 し

た 。 女 児 に つ い て は 表2bに 示 した 。

男 児 の遠 投 距 離 の平 均 値 は 、 バ ックハ ン ド ・

ス ロ ー で は 、 日本 の4歳 か ら6歳 は4.4m～11.5

m、 ア メ リ カ の5歳 か ら8歳 は9.4m～20.3mの

3

範 囲 の 値 で あ っ た 。 フ ォ ア ハ ン ド・ス ロ ー で は、

日本 の4歳 か ら6歳 は4.5m～9.9m、 ア メ リ カ

の5歳 か ら8歳 は8.5m～15.Omの 範 囲 の 値 で あ

っ た 。 一 方 、 女 児 の 遠 投 距 離 の 平 均 値 は 、 バ ッ

クハ ン ド ・ス ロ ー で は、 日本 の4歳 か ら6歳 は

3.9m～8.4m、 ア メ リ カ の5歳 か ら8歳 は8.4m

～13 .2mの 範 囲 の 値 で あ っ た。 フ ォア ハ ン ド ・

ス ロ ー で は 、 日本 の4歳 か ら6歳 は3.1m～5.4

m、 ア メ リ カの5歳 か ら8歳 は6.7m～10.8mの

範 囲 の 値 で あ っ た 。

デ ィ ス ク遠 投 距 離 に 関 して は 世 界 記 録 が 公

表 さ れ て い る16)。 例 え ば 、5歳 以 下 の 男 児 の

デ ィ ス タ ン ス 競 技 の 世 界 記 録 は43.23mで 日本

人 の 幼 児 に よ る 記 録 で あ り、 女 児 の 世 界 記 録

は18.62mで ア メ リ カの 幼 児 に よ る 記 録 で あ る 。

これ らは バ ック ハ ン ド ・ス ロ ー に よ る遠 投 距 離

で あ り利 用 さ れ た デ ィ ス クの 種 類 は異 な る 。 当

然 の こ とで は あ る が 、 本研 究 の 同 年 齢 の幼 児 の

Table2aDescriptiveDatainDiscThrowingforDistanceforMales

datatechnique
age(years)

4 5 6 7 8

U.S.A.backhandMean(m)

SD(m)

9.4

3.0

14.118.620.3

3.85.47.9

forehandMean(m)

SD(rn)

8.5

2.6

12.414.415.0

3.83.45.6

JapanbackhandMean(m)4.4

SD(m)2.1

7.4

3.5

11.5

3.5

forehandMean(m)4.5

SD(m)2.2

5.9

2.0

9.9

4.1

Table2bDescriptiveDatainDiscThrowingforDistanceforFemales

datatechnique
age(years)

4 5 6 7 8

U.S.A.backhandMean(m)

SD(m)

8.4

1.9

9.5

3.1

11.913.2

2.74.0

forehandMean(m)

SD(m)

6.7

2.7

8.4

2.8

10.610.8

2.34.5

JapanbackhandMean(m)3.9

SD(m)1.3

6.1

2.6

8.4

2.7

forehandMean(m)3.1

SD(m)1.8

4.0

1.9

5.4

2.2
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遠投距離との差は大きい。従来、一般の幼児 ・

児童の遠投距離 に関す る資料 は限 られていた

が、本研究および関連する研究i,io)により、 日

本とアメリカにおける一般の幼児 ・児童のディ

スク遠投距離が定量化 された。

国内では大学体育の中でディスクスポーツが

体育教材 として導入 されているが6,15)、幼児 ・

児童期の体育教材 として採用 されることは少な

いようである。一方、アメリカでは小学校の体

育教材になっている4)。今後、幼児期あるいは

児童期におけるディスク投技能の習得の重要性

についての理解が増せば、測定および評価の際

に本研究で定量化 された幼児および児童のディ

スク遠投距離が利用可能であると考えられる。

2.加 齢変化と性差

図3に バ ックハ ンド・スローとフォアハ ンド・

スローのデ ィス ク遠投距離の加齢変化 を示 し

た。 日本とアメリカの標本のいずれにおいても

二要因分散分析の結果、加齢にともない遠投距

離が長くなることが明 らかになった。また、ア

メリカの標本における加齢変化を観察すると加

齢にともない年間変化量が小さくなる傾向が認

められた。9歳 以降、どの ような加齢変化を示

すのかに関しては、今後の検討が期待 される。

ボール遠投技能5,13)と同様に、4～8歳 の期

間ではディスク遠投距離が増加すること、つま

り、ディスク遠投能力が加齢 とともに向上する

ことが確認された。

ディスク遠投距離における性差 については二

要因分散分析により検討 を行なった。図4は 男

女の遠投距離の比較を図示 したものである。 日

本 とアメリカの標本の両方でバ ックハ ンド・ス

ローとフォアハン ド・スローの2種 類の投げ方

において、男女差を示す主効果に有意な値が得

られた。また、日本の標本におけるフォアハ ン

ド・スロー とアメリカの標本におけるバックハ

ンド・スローにおける分析結果で年齢 と性の2

要因による交互作用に有意な値が得 られた。男

女で遠投距離 を比較すると、標本の違いや投げ

方の種類、 さらに年齢に関係な く、男児の遠投

距離の方が女児の遠投距離よりも長いことが明

らかになった。

主効果が得 られたことは、図から観察すると

遠投距離の加齢 にともなう性差が拡大すること

+U.S.A・ 一◎-Japan

Fig.3Age-relatedPerformanceofDiscThrowingforDistance
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Fig.4GenderDifferenceinDiscThrowingforDistance

を示 していると推測される。 日本の標本におい

ては、幼児期においてフォアハ ンド・スローの

遠投距離 に性差が認められるばか りではな く、

その差が拡大すると考えられる。同様に、アメ

リカの標本においては、バックハ ンド・スロー

の遠投距離において加齢にともない性差が拡大

することが観察 された。投げ方により性差が拡

大する傾向が異な り、さらに標本間で結果が異

なることが示唆 された。標本間で同様な結果が

得られなかった理由の1つ には、標本の年齢範

囲が一致 していないことが挙げられる。日本の

標本に7～8歳 のデータ、アメリカの標本に4

歳のデータを加えて分析することにより、同じ

条件での比較が可能になる。性差の有無や性差

の拡大に関する詳細な検討が必要である。

幼児のボール遠投距離における男女差には運

動頻度や遊びの内容が関与 していることが指摘

されている13)。ディスク遠投距離について男女

間で差が認められたのは、ディスクで遊ぶ頻度

あるいはディスクスポーツに関する興味の程度

が関係 しているか もしれない。つまり、男児は

ディスクで遊ぶ頻度が女児に比べて相対的に多

く、また、男児の方が物を投げる運動に対 して

興味 ・関心が高いのではないか と推測される。
一方、幼児 ・児童 については、デ ィスク遠

投 技能(遠 投距離 と正確性)の 向上 にPeer

Teaching(友 達同士でチ ェック リス トを利用

して指導 しあう練習方法)が 有効かどうかの検

討がなされている&9)。これ らの研究ではPeer

Teachingは 男児 よりも女児においてより有効

であることが報告 されている。本研究では、い

ずれの標本においても性差が認め られ女児の遠

投距離が短かったが、PeerTeachingを 導入す

ることによ り女児の遠投能力が向上すれば、デ

ィスク遠投距離の男女間の差は小さくなると推

測 される。

3.日 本とアメリカの標本間の差

ディスク遠投距離の日本 とアメリカの標本間

での比較は5歳 と6歳 のデータについて行なっ

た(図5)。 標本 間での差に関 しては、男児で

はバ ックハ ンド・スローの5歳 児、女児ではフ

ォアハ ン ド・スローの6歳 児で差異は認められ

なかったが、その他の条件では有意な差異が認

め られ、アメリカの標本におけるディスク遠投
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距離の方が長かった。

標本間の遠投距離の差異には形態格差の影響

が考えられるため身長 と体重(表3)を 標本間

で比較 した結果、全ての条件でアメリカの標本

①
需
目

①
需
§

①
}

2:

v1・

寵

喜1:1
5
0

backhand

**

forehand

**

*

の平均値の方が大 きかった。 しか し、遠投距離

と身長および体重 とのピアソンの相関係数(表

4)を 算出し、相関係数の有意性の検定を行な

った結果、5%水 準で有意な相関関係が認め ら

れたのはわずか3つ のケースのみであった。ま

た、相関係数の大 きさは全体的に中程度以下で

あった。

Table3StandingHeightandBodyWeight

datagender
age(years)

5 6

**

5

**
**

U.S.A.maleHt118.5

Wt22.1

124.9

24.2

65

age(yrs)

female Ht116.7

Wt20.9

124.9

24.3

6 Japanmale Ht107.6

Wt18.2

113.0

20.5

脚[且u.s.a.**

per.。 ヱ,*p<0.。5

female Ht107.1

Wt18.2

7

8

m

19

Fig.5ComparisonbetweenSamplesinJapanand
theU.S.A.

Ht:standingheight(cm),

Wt:bodyweight(kg)

Table4CorrelationCoefficients

datagendertechnique
age(years)

5 6

U.S.A.male backhandHt

Wt

0.445

0.254

一〇.012

0.111

forehand Hr

wt

0.248

0.309

0.303

0.383

femalebackhand HtO.061

wt-0.022

0.185

-0.115

forehand Ht

Wt

0.306

0.002

0.242

0.os1

Japanmale backhand Ht

wf

0.376

0.258

0.116

-0.052

forehand HtO.027

wr-0.020

0.391

0.237

femalebackhand Ht

Wt

0.384

0.277

0.206

0.112

forehand 伍

助

0,070

0.154

0.015

-0.093

Ht:standingheight,Wt:bodyweight,*p<0.05,**p<0.01
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5～6歳 児のデ ィスク遠投距離に標本間で差

が認め られ、アメリカの幼児の遠投距離の方が

男女共に長いことが明らかになったが、その遠

投距離の差に対する形態(身 長 ・体重)の 影響

は小さいものと推測 される。 したがって、デ ィ

スク遠投距離の標本間の差には形態以外の要因

が関与 していると考えられる。デ ィスクスポー

ツは、アメリカで考案 され14)、アメリカでは体

育教材 として採用 されている4)が 日本では同様

ではないように、日本での普及の程度は低い6)。

一方、ディスク投技能は運動技能の1つ である

ため技術練習 によ り技能が向上す る3)。したが

って、ディスクスポーツを学習する機会の頻度

の違いや興味関心の程度の差、 さらにディスク

が遊具として普及 しているかどうかな どの条件

が幼児 ・児童のディスク遠投距離の標本間の差

に影響 している可能性が考えられる。

要 約

本研究は、 日本の幼児(4歳 ～6歳)の 標本

とアメリカの幼児 ・児童(5歳 ～8歳)の 標本

によりディスク遠投距離を定量化 し、次に加齢

変化 と性差の有無に関 して標本間で同様な結果

が得 られるかどうか、さらに標本間に差異があ

るか どうかを明 らかに した。

日本の幼児とアメリカの幼児 ・児童のディス

ク遠投距離が定量化 され、標本 ・性別に関係な

く、またバックハ ンド・スローとフォアハ ンド

(サイ ドアーム)・ スローの2種 類の投げ方の両

方において、加齢 とともに遠投能力は向上する

ことが確認された。 このような定量的データは

幼児のディスク遠投能力の測定と評価に今後利

用可能である。性差に関 しては、2つ の標本に

共通 して、男児の方が女児よりも遠投距離が長

いことが示 された。 さらに、 日本とアメリカの

5～6歳 児の標本間で比較 した結果、遠投距離

に有意な差異が認められ(5歳 男児と6歳 女児

のバ ックハ ン ド・スローを除 く)、 アメリカの

標本の遠投距離が長かった。遠投能力に対する

身長 ・体重における形態格差の影響 は小さいこ

とが明らかにな り、学習機会 ・ディスクで遊ぶ

頻度あるいは運動環境の違いなどの形態差以外

の要因が標本間の差に関与 している可能性が示

唆された。
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